
補習校だより２０１９年３月１８日発行 

日差しが暖かくなって、少しずつ寒さが緩んできています。イランの新年までま
もなくです。学校も休みに入り、大掃除や新年用の買い出し、年末のお墓参りな
どをしたご家庭も多いのではないでしょうか。新年には親戚同士で挨拶回りをした
り、旅行に出かけたりする楽しみが待っていますね。素敵な春を満喫しましょう。 

今月（ファルヴァルディン月）の予定 
 イラ     イラン暦 西 暦  

ノウルーズ休み  1398/1/1パンジシャンベ 2019/3/21（木） 休 校 

       1/8パンジシャンベ           3/28（木） 休 校 

    1/15パンジシャンベ       4/4（木）  休 校 

第２３回目授業    1/22パンジシャンベ      4/11（木） 通常授業 

第２４回目授業 1/29 パンジシャンベ 4/18（木） 通常授業 

※1397/12/17～1398/1/21（2019/3/8～4/10）までノウルーズ休みになりま

す。 

 



 

二月十四日は短縮授業の

後、補習校生と保護者で職業体

験談を聞きました。 

今回は場目洋子さんにキャビ

ンアテンダント（客室乗務員）につ

いて、お話していただきました。 

キャビンアテンダントになるた

めにどんな勉強をするのかを教

えて下さり、私たちが乗ることのあ

るドバイ成田間を飛ぶ飛行機を例に実際にどんな仕事をするのかなど、補習校生

にわかりやすくお話しして下さいました。 

皆、興味深そうに耳を傾けて聞いていました。その時の感想文を紹介します。 

  

 
 

「キャビンアテンダント」 三年 青山あいさ 

二月十四日、ほ習校のさいごの時間に、場目さんがキャビンアテンダントの話し

をしてくれました。 

まさか九時間いじょうのフライトの時、みんながすわっている場所の上の階でね

ているとは知りませんでした。この話を聞いた時、わたしはとてもびっくりしました。 

キャビンアテンダントさんの服は、みんなおそろいでどの人がどの人なのかわかり

にくいです。でも場目さんの話で、それが決められていることがわかり、なるほどと

思いました。 

わたしは、 

「ひこうきで赤ちゃんが生まれたらどうするんですか。」 

「ごはんを配るときに、もしまちがえたらどうなるんですか。」 

としつ問したら場目さんがちゃんと答えてくれたのがうれしかったです。 

 キャビンアテンダントの仕事で大切なのは、自分の命を落としても人の命を守る

ことです。とてもゆうかんだと思いました。 

 キャビンアテンダントのことを知ることができてよかったです。 

 

「場目さんの話」      四年 サファリ明日漢 

ぼくは、キャビンアテンダントの仕事が、どういうことをするのか、全く知りませんで

した。ぼくは、キャビンアテンダントの仕事はご飯を運んでくれることかと思っていま

した。しかし、飛行機に乗っている人達を守る仕事をしているのだと分かりました。 

キャビンアテンダントもキャプテンの後ろにすわれるとは、知りませんでした。 



ぼくは、しょうらいパイロットになりたいので、もっと場目さんにパイロットについて話

してほしかったです。 

パイロットはキャビンアテンダントより、もっと勉強しなくてはいけません。もし、キャ

ビンアテンダントよりも勉強しなくてはならなくても、ぼくはパイロットの道を進みま

す。 

ありがとうございました。 

 

「キャビンアテンダントの話を聞いて」     五年 牛越さくら 

私はキャビンアテンダントの仕事がこんなにも大変だとは思っていませんでし

た。 

飛行機にのるお客さんのお世話だけではなく、万が一のために病気の人や出産

のことの知識もないといけないし、ハイジャックや飛行機のついらくなどの危険をい

つでも考えて冷静にしていないといけないし、長い時間飛行機にのっているのに、

休む時間もたくさんありません。 

 私はキャビンアテンダントの仕事は、いろいろな国に行くことができて、買い物した

り、有名人に会うことができて、セレブな生活ができていいなあと思っていました

が、今日の話でストレスがたくさんある大変な仕事だと知りました。 

 

六年 奥山ティナ 

今日は、キャビンアテンダントの話を聞きました。私が知っているキャビンアテン

ダントは、飛行機の中でごはんをくばってくれたり、いろいろ案内してくれたり、そうい

う事しか知りませんでした。キャビンアテンダントになるまで、すごく大変なくんれん

がある事を知りました。一番大変だと思ったのは、飛行機の中で病気の人がいた

り、赤ちゃんが生まれそうになったり、お医者さんと連絡をとりながら、そういう人の

めんどうをみる事です。でも、いろんな国に行けたり、有名人に会えたりする事がい

いなと思いました。きっと今度日本にかえる時は、今日聞いたことを思い出すと思

います。 

 

「キャビンアテンダント」              中学部 長谷川沙弥 

二月一四日に補習校へ元キャビンアテンダントの場目さんがお話をしにやって

来てくださいました。どこかで会ったような気がしました。 

ぼくにとってキャビンアテンダントという仕事は、危ないより楽しそうな仕事です。

なぜなら、飛行機で色々な人と会話できるし、何

日間か外国で過ごすことはできるからです。 

ぼくの新せきもキャビンアテンダントをしている

人がいますが、一切この仕事を始めるにはこんな

に大変なことをやらないとだめとは言っていません

でした。例えば、二週間で飛行学を全て覚えなく

てはならないとかです。 

キャビンアテンダントは大変だけどおもしろい仕



事なので、もっとくわしく知りたくなりました。また今度時間があったら、お話をもっと

聞きたいです。 

                         

中学部  鈴木沙奈 

エミレーツで働いていた場目さんにキャビンアテンダントの職業について、話して

もらいました。 

お話しを聞いて印象に残ったのは、いつも笑顔で乗客と接していて、あまり難し

いことはしていないように見えます

が、飛行機が飛ぶ何時間も前から

準備をしていて、飛行機に入る前

は、CAになる前に覚えた厚い本か

ら問題を出され、二問、三問目ま

で答えられなければ飛行機に乗れ

ないことや、お客さんが乗る前に機

内をチェックするなど、私たちの見

ていないところで色んなことに気を

付けて、難しい仕事をしているとい

うことです。 

キャビンアテンダントがいなければ飛行機は飛べなくて、パイロットと同じくらい大

事な職業だと思いました。 

 

☆1・3年生クラス  
一年教科書 『しらせたいな、見せたいな』より

作文を書きました。 
 

「キラキラ」  一年 みやちもな 

 こうえんにあそびにいきました。したをみたら、キラキ

ラしたおはなのビーズがおちていました。 

たからものにしています。 

 

 

 

「キンカチョウ」 

一年 小山内けん 

ぼくは、キンカチョウを四わかっていました。玉

子を九こ生みました。そして、ひなが九わかえり

ました。 

 



☆5年生クラス 
五年生教科書「グラフや表を引用して書こう」より、作文を書きました。 
 

「空気がきたない」    

五年 田中良杏 

インターネットで、イランの

空気の事を調べてみました。

どんどんきたなくなっていきま

す。主な原因は、車や工場の

排気ガスです。 

イランの 95年と 96年の

空気の状きょうを比べた表を

見ると、95年に比べて 96年

は、空気のきれいな日が少な

くなりました。そして注意の必

要な日が 15％多くなっています。 

きたない空気をなくすためには、工場を町の外に作る、できるだけ車を使わないで電

車やバスを利用して、自分の国の空気がきれいになるようにしましょう。 

イランのかん境省次官は、車の整備を強化することによって、車からのきたない空気

が 50％減ったと言っています。 

空気がきれいだと、病気にならなくて健康に過ごせるようになります。 

 

「レジ袋について」    五年 かとうルミナ 

わたしは、今世界全体でも考えられてい

るレジ袋について説明したいと思います。 

わたし達が生活していく中で、レジ袋は生

活が便利になる物でした。しかし、今になっ

て地球温暖化の原因や海洋おせんなどに

つながる物になってしまい、そのため、これ

からもっとくらしにくくなるとわたしは思いま

す。 

1970年代ごろから、「じょうぶで、水もれ

もせず、軽くて使いやすい上、コストも安い」

という、レジ袋が大量に使われるようになりま

した。（表一の通りこんなに使われていま

す。） 

日本国内では、使いすてプラスチックのさ

く減のためレジ袋の有料化やマイバック持参

をよびかけていますが、まだ国内での対さく

はばらばらで、レジ袋を無料で配ったりしてい



る所もあります。 

しかし世界各国では、レジ袋に対して、色々な対さくをして成果もみられます。（表二

の通りです。） 

そのため日本のかん境省

は、使い捨てプラスチックの

さく減目標を初めて示して、

食品の包そう容器の利用さ

く減をふくめて、使いすてプ

ラスチックのはい出量を

2030年までに 25パーセン

ト減らすとしました。 

わたしは、他の国に比べ

て、日本の対さくはおそいと

思います。 

でも、こういう日本の目標

が出来たのは、よかったで

す。 

しかし、今後も世界の国民一人一人が、ゴミ問題などを理解して、ゴミを減らす努力

をしていかないと、全く意味がないと思います。 

 

 

☆４・６年生クラス 
四年生は『もしも…だったら』というテーマで、想像力豊かに作文を書きま

した。  
 

「もしもけいえい者だったら」  四年 長谷川アナヒタ 

もしも、わたしが新しいカフェのけいえい者だったら、始め

に大きいカフェを作って名前を「AMBO」にします。 

わたしは、いろいろな国を周り、自分で一番新しいカフェ

を作りたいです。たとえばグアバとイチゴのシェイクなどを作

ってみたいです。あと、食べると始めにシュワシュワして不思

議な味のアイスも作ってみたいです。いろんな国の人が

AMBOに来てほしいです。 

 

 

「もしもモデルだったら」         四年 原えりか 

今日は大切なさつえいです。わたしは、人気になっていい気分。くつ・服・着物な

どのモデルです。 

リムジンに乗ってさつえいの場所に出発です。自分の犬（ハチ）といっしょに行きまし

た。 



金のぬのから出来たドレスのさつえいを始めました。みんなこんな服を見たことがなく

て、こうふんして写真をとっていました。 

次のさつえいはハワイの海にでかけます。宝石と真珠の服を着ます。 

夏になりわたしは、仕事でかせいだお金で自分の飛行機に乗ってイギリスへ行きまし

た。コーヒーショップでマカロンとコーヒーを飲んでから森でさつえいをしました。 

冬は家族でスイスです。とてもいそがしいです。 

 

 

六年生は「わたしの家族」というテーマで作文を書きました。 
 

「わたしの家族」     六年 すずきアイラル 

わたしの父は、牛舎を経営しています。テヘランから少しはなれた牧場です。 

生き物相手の仕事なので休むことができず、ほとんど家に帰ってこられません。その

ためわたしは、あまり父と話す機会がないです。 

父は、毎晩牛達の番人をしています。だから夜もほとんどねていません。父の目は、

いつも赤いです。昼も、休むことなくいつもいそがしいです。 

わたしは、父の仕事があまり好きじゃないです。なぜなら父がとてもつかれてしまうか

らです。でも父は、わたしたちのためにがんばってくれているので、たまに帰ってくる時に

は、すこしでもつかれがとれるように、父にお茶や果物を出してあげます。父も喜んで食

べてくれます。 

 

 「わたしのお母さん」   六年 福嶋みな 

私の母は、頑張り屋さんです。なぜならば、どんなに体調が悪くてもいつも私達のた

めにごはんを作ってくれます。私が体調悪くしている時には、私は体を動かす事も出来

ません。なので、お母さんを見ているとすごいなと思います。しかし私は、あまりお母さ

んに感謝の言葉を言えていません。私は、照れ臭いのであまり言葉としては伝えてま

せんが、心ではいつも感謝の気持ちでいっぱいです。私のお母さんは、どこでも問題な

く笑顔で人と接しています。なので、お母さんにはいっぱい友達がいます。私もお母さん

みたいになりたいけれども、私は人見知りなのでうまく人と会話する事が出来ません。で

も、毎日頑張っているお母さんを見て勇気をもらいます。これからは、いろいろな事を

頑張りたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆中学部 
中学一年教科書「感じたことを文章にしよう」より、美術の教科書から好きな絵を選

び鑑賞文を書きました。 

「春が舞う」   中学一年 サファリ紗里奈 

耳を澄ましてみると、遠くに行ってしまう電車の音がします。風が吹き、動く枝の音。

向こうからはシャッターを押す音がします。もっと後ろに耳を澄ましてみると、工事をして

いる人たちの声がします。 

この写真の中で一番前にうつっているのは美しいピンク色の桜と黄色の菜の花です。

一番美しく思うのは、去っていく電車の後ろ

で花弁が風に飛ばされていく瞬間です。 

この写真は別れと出会いを表していると

思います。電車が去って行ってしまうようす

からは冬との別れと春との出会いが感じら

れます。二つの花は春が来るのをずっと待

っていたようです。 

この写真の撮影者はこの写真を見るで

あろう人々、一人ひとりに別れと出会いの

感動とうれしさを感じてほしかったんだと思

います。                       美術教科書 中川精也 「春が舞う」 

                        

「バレエの授業」  中学一年 鈴木まり 

耳を澄ませば落ち着いたきれいな音楽や少女たちの声が聞こえてくるようです。エド

ガー・ドガはバレエが好きだったので、バレエへの感情

をこの絵におさめたのかもしれません。 

この絵を見ると生徒の真剣さが、とてもつたわってき

ます。しかし、よくよく見ると手前の生徒が背中をかき

ながら、つまらなそうに上を見上げています。これは何

を示しているのでしょう？ 

このように、この絵ではいろいろな人の表情や動き

が細かく描かれています。長い時間じっくり鑑賞してい

ても飽きさせない絵だと私は思いました。 
美術教科書 

エドガー・ドガ 「バレエの授業」 

 

～編集後記～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
もうすぐ春分の日、いよいよイランの新年がやってきます。慌ただしくしている間

に、年が明けてしまいそうです。気持ちを切り替えて、ノウルーズを迎えたいもので

す。さて、ノウルーズ明けの補習校、残すところ授業はあと 5回です。現地校の年

度末でもあるので、テスト勉強で忙しいと思いますが、休暇中にしっかりと充電し

て、最終日に行う学習発表と修了式に備えていきましょう。 


